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老年痴呆の治療 学!叩 ペ ㌔‖ -ヾル 撃せん薮.

老年痴呆の原因は不明である.原因解明の方向は,ア

ミロイ ドの解析を中心 とするプ リオン仮説の実証,脳内

神経伝達物質の低下予とくをここヱリソアセチ--ル トラソス

フェラー--ゼ (CAT)の減少に注 目す る方向, またアル

ミニウム中毒などである｡

CAT の激減を改善するF:p3的から3,抗 こ7リンエスエラ…

ゼ剤 フィゾスチダミソやテ トラ-イ ドロア ミノアクリジ

ソ等が治療薬 と して試み られているが,明らかな効果は

確認 されていない.従 って,老年痴呆の治療は対症療法

が主体であ り予医学的治療 よ りも看護および介護が豪華

説 されている.老年痴呆の場合,精神的-ンノデ でキャ､ソ

プかこ基づく心理的反応 と身体的合併症が複雑に腰 轡 L食 っ

て苧老年痴呆本来の症状 より, よ り董矯な臨床症状を望

していることが多い.この状態を避けるため,老年痴呆
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の診療に際 しては,心理的および身体的増悪困予の発見

とその除去に傾注すべ きである,

老年痴呆の臨床症状は,稜々の精神機能障害が色々な

段芦麿で級､み合わ さって発現 してくるが予行動面から分類

す ると敢険行為 (失 火ず迷子声服毒,変通車扱,寮遺品

紛失等),迷惑行為 (失禁亨不潔f興奮,せん象 緋御ヲ

異常欲動,浪費,悪 口等),対人関係破綻 (物忘れず妄

想,作話等),身体症状 (寝たきりや易感染憧こ,尿閉,

転倒,便秘,ホメオス タ-シス障害,嘉弱等)がある,

これ らの症状の うち,せん妄と興奮が在宅および施設内

療養を即座をこ困難をこす ることは時埼みられヲせん豪や興

奮を =ブン トロ-ルす ることをこより在宅期間を延長 し得る

場合がある,我 々は,meC且ophemox挽te等の脳代謝改善

剤 と少量の,蒼登絶息叩 eTi舶乱投与が興奮やせん妄に有効で
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表 1 1･1;llo l)(､r id o l fT日 誌 と 改 肯 率 もSI):㌔rl卜･

= 汁 l(叩 け id ()I 有 効 無効 毒

0 ..汚 tn g 日 下 9 2 11

O .5 m g - 0 ,7 5 m g lO 8 旦畠

1 ,0 m g - 2 .2 5 m g 語 O 詩

あ る こ と を 確 か め た .

老 年 痴 呆 射 例 中 予 興 奮 ま た は せ ん 巌 を 星 した 患 者 確8例

を ･旬 象 _ミニ 仁 二 日 ilit,P tlriLiり l L'リ 54 川 ,十 誹ト た. 11岬 川 7.

l l;･11日 Ih lT･iL-lo t ･吊 紺 上 欄 1 圭 ミニ汗 ',中 ∵ 守 ､ IF･-,;ト ー12仲Jに Lll(

臣 ,.li_JJ 寸 豆 ･-, 記 侶 十 日 が .町 ､ 丁. ･ JJ . =川('rI_r:ln(1日1izLlr

投 tj 1.1洋 二 ㍊ l再 ′】申 1 拓 ー~.し射 l汗 ∴ ′く ∴ .日 射 l昌 吊 :与1.こうOoで＼

与 巌 と 改 善 率 の 関 係 は 牽 富 で あ る 平 段 阜 叢 法 は 漉 半 が 夕

食 後 ま 餌 濃 就 寝 前 見 圃 授 峯 で あ る 書 効 果 の 発 現 時 期 は 約
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- 嵐 多 発 梗 塞 痴 呆 の せ ん 妄 をこ 対 して 同様 の 治 療 を紺 一1
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老 年 痴 呆 の 社 会 福 祉 施 設 内 ケ ア や 外 来 治 療 齢 継 続 に は

次 に 老 年 痴 呆 の 看 護 に つ い て 述 べ る9

老 年 痴 呆 の 看 護 者 は つ ね に 痴 呆 増 悪 臓 菅礁 注 激 しな け

れ ば な ら な い 中

表 Ⅲ は 痴 呆 と 関 連 わ れ や す い 急 性 錯 乱 と うつ 状 態 を 示

ト ー∴ 巨 二､. :̀:.]廿 j㍑ 宜 し1､場 合 . 拭 帖 tJi∴ 半 日 十 !.]1.-牛 車 IjJ

の 低 下 が 基 礎 に 存 在 し , そ れ をr::親 分 の 変 動 と症 状 の 変 数

が 認 め ら れ る , 看 護 者 をこ ぼ 個 々 の 熊 鷹 行 動 と と もをこ 上述

殿語りの症状を発見 する訓練が必要である,また,急性

錯乱の身体的原因としては感冒,肺炎,心不全,血圧低

藩9祭政等酸素不屋を表す病態と,薬物中毒き脱水,壁

腹,便秘,発熱等代謝異常が主なものであるから)やこれ

6-)を鳳落とさないことが登蜜である.

うつ状態は桶押医学的診察で判断されるが,判断の姦

弾 をこぼ患者自身の訴えと同様をこ看護者の観察事窯などの

情 緒 が 盈 賓をこなる.したがって看護者は患者さんの受け

て い る か も しれ漂㌫い精神的スト沙対こ対 して注意 Lな絆

行 動 な の か せ 悶的 殿ないも殿か芦漂餌 豊感情的不満から

の も の か を で き る だ㌢二㌢区別する努力カミ必鷺である中田的

の あ る場 合 亨 尭 翠 は 身 体的理由,心理的理由,個人的生

活 史 (個 人的 背 嚢 ラダ 環 境的貞節閏等である.

累 常 行 動 の 日的 ま 糾 ま理 経痛言漁れば対応の方法が考え

i-,I7.㍗

老 年 痴 鼠 敬老 に と って ぼ ス トレスの少ない環磯を搾る

こ と が 大 磯 で あ る, 好 ま しい環 境 の箪 且は看護者の饗欝

で あ る , 着 澄 者 は 老 年 痴 呆 患 者 を 太閤として愛 し,看病

ず る こ と に､後 藤 感 を も ち 苧 ま た 忍 耐 強く対応できなけれ

ば な らな い , そ して , 看 護 老 齢 豊細 か な変化に窺付 く観

察 力 と看 護 を よ り向 上 させ る意 欲 が 必 要 である舟

箪 翌は トイ レ予 洗 面 所 声 屠 室 等 UM立置 関 係が労 りやす

い 単 純 な 間 取 りに して お く必 寮 が あ る中 高 齢 姓金の佐屠

設 計 で 糖 をこ配 渡 す べ き点 で あ る｡ そ して や 老 年痴呆を独

りをこ して お か な い ~ヱ一束 が 必 饗 で 9 夜 鷹 で あ -〃ニさて も施設で

あ って も教 団 で 発雷桂 で き る 部 屋 が 必 要 で あ る8 座 敷 牢や

寮 望 痴 呆 と 閣 適 わ れ 易 い 状 態

音 B 急 性 錨 乱 を 意 識 障 害 が 基 礎 )

幾 分 の 変 動

物 忘 れ

失 見 当 識

軌 眠

せ ん 妄
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保護室をこ収容 されてい る老年痴濃患者は進行が早 く, ま

た弄健等の輿常行動 が多い様 に思われ るか らであ る血

老年痴鼠 吸着は必ず転倒 し易 くな るので,で きるだけ

転倒 しない様 な床樹 を健済 し, 弟 リ､yパ,マ ty卜等をこ注

意 し廊下の授産等をな くするようをこしなければならない.

また,施設 な どの老年痴呆患者は個室 よ り太部屋.の方

が安心 して就眠ず る.施設等では個室 よ りはい出 して東

部巌のペ ッ トを好む老年痴呆患者の方が多い ことか らも

推測 し得 る官

老年痴呆患者の看護では愚老 との =3ミユニケ-シ ョソ

の維持向上を念頭に置 く必要がある.慶事,洗面,Å浮を,

着衣,オムツ交換,散歩,投薬等の時,着港,介護の 目

的をは っき り認識 させ,患者 と看護者が同州-の理解の も

とをこ衆同 して 田常数活活動を行 うことが望 ま しいや

こ うした衆通 した認識 が不充分 な場合は,患者は不安

をこ陥 り,抵抗 した り興奮 Lた りす る.時間臣こゆ と りのあ

る場合はで きるだげ老 人のぺ---スで看護す ることも薮賓

であ る.

採続や興奮等をこ対応す る磯含,老年痴呆患者の注意や

興味を鶴の ものに転換す る看護者の機転 も重要な技術 に

な る,

看護者の心構 えと して登要な ことは,想遷 され る番数

をで きるだげ予防す ることであるが曹時 闘 豊予防 Lきれ

ない ことがあることを覚悟 しなければ な らない叶 どの よ

うをこ看護 して も病幾の進行 を障 Lとで きない ことと事故 を

完全をこ予防す ることは不百g能であることを家族に周知 さ

せてお くことが家族 内あ るいは家族 億施設間の トラブル

を避け るうえか らも必 資である.

私は予老年痴嵐 敷者が呆けているか らとい った ｢旦 げ

すむ こと｣｢盗 ること…‖W旦 ごむ こと｣[豊 かせ ること｣

r葱 っげな く拒絶す ること｣ を痴呆性老 人着港 の ｢サ シ

ス救 ソ｣ と して在宅の看護者をこすすめヲ施設においては

厳禁 してい る.

老年痴鼠 患者は病気の進行 とともをこ言語活動が不完全

とな り予会話で コ ミ:1､ニケ-シ′ヨyを保つ ことが困難に

ソの維持をこ塵点を置いた看護が姦費である書声の太 身遅筆

ス ピ--ド予声の調子,済語の選択等をこ配慮 し言語での ニ3

ミュニケ--シ ョソを維持 向上させなければな らない叶そ

の為をこぼタ方言や昔 しの言葉 (老人にな じみの言婁)を

僚機す る方が有益であ る. またぎ会話能力が残存 してい

る愚老をこ対 してぼ記憶 を少 しで も多 く憩い出 させて減産

化 さす ことが望 ま しい, こ うした努力で忘れかけて混乱

している記憶 もある程度 は正確 をこ想い出す場合があ る｡

ーlOl

会議能力が極度をこ低下 してい る場食をこぼ,模駿 を うな

がす働 きかけが必要をこな る.

｢お畢 よ う,骨 鋸 豊｣ といいつつ頭を下げて患者に反

応 を起 させた り,｢食事 し優 しょうね｣ といいつつ賓護

薯が開 口してみせた り写母親 が幼児を脅て る時の要償で

署護す ることは コ ミ:17=ケ-シ ョソをこ役立つ平間時 に簡

単な弟キジシ ップのチ タニ ッタも餅周す るとよい書

老年痴鼠 敬老は末期にな ると非活動性せん妄 と呼ばれ

る状潜 をこ陥 り,意識 が凝然 と していてテ常 に傾眠状態で

観念形成が出来ていない と思われ る状態 になる, この場

合 も着港者の意図をで きるだげ知 らせて,患者の意志形

成 を促進 させ るエ素 が大切であ る牡いずれ に して も筆老

隼痴 鼠敬老の瀞護をこ際 しては話 しかげなが らの看護が姦

･トし:.:てこ.-㍗

老年痴鼠 敬老は時 々過去の-時期 をこ生活 してい るごと

く見えることがあ る牡ある人は会社で仕事を してい ると

かァ または家庭で子供 を膏ててい るごと 式振舞 うことが

ある. これ ら)は一 時間約号空間的,対 人的 と くをこ家系内

世代に畑 ト1号､i.'iE;駄'~､1時1畑 :-_斌･~-い.-T工 ､立 正 -.二. 症

当議の訓練 をこよって老年痴呆愚老を硯栗 に引 き戻 し,現

窯を認識 さ軌 現実 との正 しい関係 を樹 SLiこさせ ること紅

よ り自立 した敏活を取 り戻 させ よ うとい う考えがある,

自己をこ対す る 浅dem糎 が朱 なわれ勝 ちな愚者 に対 して9

擬分の生活史を追憶 害せ る､ことは無意味 とは考え られな

い.

見当識訓練 には表示法予誘導法,個 人的贋鍔男法,解団

的質問法があ る小表示法はプ ライ ドを傷 つけない ことを

配慮 した もので声 カ レンダ--1 天気豪,献 立義挙壁画鞄

等を利用 し,主に場所 と季節に対す る見当識を訓練す る>

誘箪法は行事や作業等の開始時 に凝 着 が答え易い橡 をこ

質問 し9答えを誘導 してい く手法であ るも個 人的質問法

は---翻心で質問 し習韓 をこ家族 と親戚サ 兄弟等の順番等を

確認 させてい き家系 内での 自分の位置を正 しく認識 させ

ることによ り敏活吸全般を追想把握 させ ることに適合 し

てい て㍉

集団的質問法は ビデオを利用 し, リ-ダ-の正答を曹

んなで確認 しても､凱 間違いを訂正 してい 宅拳法である.

私達は これ らの拳法 を組み合わせて見当識"BE蘭 を看護計

画に取 りÅれてい る計

施設等で老年痴泉愚老を看護す る場合は,患者の病期

等をこ合わせた個 人的看護計画が必賓であ るキ着港の働 き

かけの 目的を明確 に Lた上で夢効果をこ対す る評価 を客観

的な ものをこ近 づけ ることが盈要であ る巾餅雇えば易怒隆 をこ

ついて評価す る磯 舎夢鶴 丸を殴 る学物 を投げつけ るが人
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闘 ま乱暴しない,太声で怒るだ軌 表情を変えるだけ,

注意するとすく､洩 きまる,部屋で文句を冨いつづける声

髄のことをこすく小興味がむき機嫌がなおるなど,その程度

を判断 しなければならない,

管を埼-"1損 を二嘩大盤経験が形成したその人個人の習慣ヤ興

味,教務,宗教,友人関係ヲ職業的習慣等を無視 した看

護計極jは患者に適 した転のとはなりがたい.個人的尊厳

用三活史)を利用 Lた亨より個性的な看護計画を立て,

そして家族やボラソティア釣協力をできうる限り取 り太

れることにより…層多彩な計画ができる.

老年痴呆の終末に｡おいてはず身体症状をこ対せる看護が

多く芦廃劇と感染症の予防が看護の主体となる.栄養補

袷,脱水予防予尿路感染症予防,尿閉才便秘対策,身体

楳渚,体位変換等がもな身体的看護である,

--万平敏活のリズムとくに睡眠のuズムを維持するた

げの時間を多くして,口中放置することのないよう新二注

意 Lなければなら)ない.終末期や蚤簸な合併症の場合,

治療をどうするか常をこ家族と緊密をこ連絡をとり,家族内

の意志統 ∴を確認 L/ておくことも必要になる.

老年痴呆の根本的治療法がない現状では丁家族職務望

を取 り入れながら患者の尊厳を守ることに胤 癒した看護

方法を考えなければならない.

司会 質問,聯磯 風ございませんでしょうか,先生が

お書きになったものだったと思うんですが,老人性痴呆

と痴呆性老人とはかなり区別 Lているような事を書かれ

た事があるような気がするんですが七

田中 書物等を見ておりますと,老人性痴呆という言

葉が,よくEmこつきます.病名なのか,今樫スライド､で鬼

て頂き慈し溌二痴呆性老人全般を意味しているのかわから

ないような記載のものが結構ございます.高齢に.な-)て

痴呆状態にな-｡ているもの,これを痴呆性老人と呼ぶこ

とが大切だと思います.それかL4-ジ†老年痴呆というのは

一つの疾病単位であることを解かって頂きたい.老人性

痴呆という言葉は意味が使用3着により累なり愛すので陳

用 Lないで欲 しいとし､うことを言ってきた翻すです.

司会 何か髄をこございませんでしょうか.それでは,

どうも有り難うござい藍Lた甲最後にいなりまLたけれど

鶴,第五席の高齢化社会での老人福祉の役割について畑

山先生,お願い致します｡

5う 高齢 化 社 会 で の 老人 福 祉 の役 割

社会福祉法人 昆岡老太宰離 f協 会 嫡 出 潤 治
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